
 2017,6,11     駒ヶ岳・池原山縦走トレッキング記録 

 お天気予報がズッート雨でしたが、当日は爽やかなトイレッキング日和、「気持ち良いね・・」の連発。木地山集

落からのトレッキングで、高島市が誇るブナ原生林の回廊をゆっくりたっぷり楽しみました。「中央分水嶺道は、ま

るで国道一号線ね・・」などと談笑しながら、自然観察・歴史ロマン・眺望など愉しみました。「今日の眺望は、凄

いよ・。今回初めてこんなに素晴らしい眺望に出会えたよ・・」など会話も弾みました。また、道中のお花も素晴

らしく」、ウツギ・コアジサイ・オオバアサガラなどの花々が咲き誇り、まるで花街道でした。帰りに道の駅藤樹の

里あどがわに寄りました。今日も自然に感謝。出会いに感謝の一日でした。 

◆歴史① 木地山 旧村名を轆轤といい、中世以来明治初期に至るまで長く木地業が盛んな所でした。また。木地

山は、近江の木地師根元地として知られた湖東小倉谷（おぐらたに）の蛭谷が、全国の木地師支配のために 

     実施した氏子狩（うじこがり）で、常に、その奉加帳の筆頭に巡回したところです。 

 歴史② こぼれ話「木地師」 古くからわが国では、日常使用する飯椀や汁椀は木製が一般的だった。このお椀

の作り手が木地師と呼ばれた。材料は、全国で山で手に入るブナが一般的に使われた。木地師は、各地

の山々を良材を求めて移動しながら、轆轤を挽き、かんなで削って椀や皿、盆など作った。ある程度ま

とまるとお金や米の変える生活をしていた。 

 歴史③ 木地師の歴史は、平安時代前期の惟喬親王（これたかしんおう）（844～897）に始まるとされる。朝廷内部の

確執で近江国に隠棲していた新王が、周辺の杣人に木工技術を教えたことから全国に広まったとされる。 

◆トレッキングの様子 

   

 日本庭園のようなブナ原生林   巨木の倒木の観察。こんなに大きな穴があいている。 気持ち良いブナ回廊① 

   

 紅葉の頃も素晴らしいよ  山頂からの眺望   駒ヶ岳山頂にて記念撮影   素晴らしいブナ回廊② 

   

巨木の倒木の様子を観察      動物に皮を剥がされて夏椿の木に大きな穴が    駒ヶ池：いつ来ても神秘。 

「このように、自然循環するのね」  あいているのを観察。このようにして枯れるのね。 



 

    

   池原山山頂      足立口まで、急坂を下ります。   足立口下山         オオバアサガラの観察 

◆自然観察 

     

ダンコウバイ      コアジサイ      サルトリイバラ     キツツキの穴       ギンリョウソウ 

葉の形がさまざま                         「小さな嘴で凄いね」と感心 

  

ブナの巨木    ブナ」の落ち葉  ブナの実        ブナの側脈       落ちていたイヌブナ 

                              側脈が 11 以下      側脈が 11 以上 

 

                

ブナハマルタマフシ                  栗の巨木が倒れる 

  

  「これは、なんでしょうね。」一本観察してみました。  栗の花の蕾       栗の葉 

 どなたか、教えてください。 

ブナマルタマバエによって 

作られた虫えい。成熟すると

赤みを帯びてくる。10 月過ぎ

たら落ち葉より先に落ちて、

その中でさなぎになって、春

には羽化するそうだ 

駒ヶ岳のシンボルが倒れ

ていました。何年もの間、

枯れ巨木で、いつも観察さ

せていただいたが、今回倒

れていた。「自然循環の一

こまですね」なぜか寂しい 

気持ちになる。 



 

    

 小鳥が死んでいました   タニギキョウ       熊の爪跡              オオバアサガラ 

ここまで成長したのにね 

    

  エゴノキ             ハウチワカエデ      ヤマボウシ         タンナサワフタギ 

 

 テツカエデ          テツカエデの葉柄は、丸い   テツカエデの葉には、シワがある  テツカエデの花は下がる 

    

ウリハダカエデの葉柄には、溝がある          ツルアジサイ                  キツツキの穴 

                      立派なお花が沢山咲いていました        小さな嘴で凄いね 

花は、下向きに咲くが、種はこのように上にあがり、風に飛ばされ子孫を増やす 


